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2 の発刊にあたり，読者ならびに獨協医学会の会員の皆様に
ご挨拶を申し上げます．本号には原著（英文）3編，症例報
告（和文）2編，短報（英文）1編，計 6編の論文に加え，平
成 28 年 12 月 3 日に開催された第 44 回獨協医学会の抄録が
掲載されています．例年この時期は論文数が少なくなってい
ますので，会員の皆様には是非積極的に日頃の研究成果や臨
床経験の成績をご投稿頂きたくお願い致します．また，編集
部では投稿された論文の査読の依頼に苦慮することがありま
す．それは，著者が所属する講座の方に査読して頂くことは
できませんので，他の講座の方にお願いするのですが，専門
領域とは関係が少なく，断られることもあります．なかなか
2人の査読者が見つからない場合には私自身が査読すること
もあるのですが，専門誌ではありませんので，専門外の内容
であっても，論文の形式や方法，結果そして導き出された結
論の妥当性を評価することはできないことではありません．
内容を通覧し，多少なりとも関係があり評価することが可能
であると思われる方に依頼を出しておりますので，その折に
はどうぞよろしくお引き受け下さいますようお願い致しま
す．
2017 年，第 111 回の医師国家試験では，獨協医大の卒業
生は 27 名が不合格となり，残念な結果でした．これは，本
学に限らず全体的に近年では最低の合格率となっており，厚
労省，文科省は医学部の定員は増やしたものの，国家試験の
合格率を調整することにより医師数を制限した感がありま
す．今後もこの傾向は続くと予想されており，医学生にとっ
ては厳しい状況になりそうです．
また，専門医制度の方も混乱しており，特に専門性の低い

内科が認定医と専門医の 2段階があり，加えて総合診療の専
門医との関係など未だに先が見えない状況です．新臨床研修
制度が始まってから大学病院に残る研修医が減少し，多くは
専門医の資格を取得することによるキャリアアップを考えて
いると思われますが，そのステップが不明瞭であると若い医
師達の進路選択に影響することが懸念されます．そもそも，
専門医制度で医師の偏在や地域医療の不足を改善しようとい
う方針に問題があるように思います．
大学では研究を行い発表，論文を作成することにより，学

位を取得することができ，大学に勤務する医師のモティベー
ションの 1つであると思います．研究といっても医者の仕事
をしながらになりますので，基礎医学の研究に多くの時間を
費やすことは難しく，患者様を対象とした臨床研究を行うこ
とが多くなりますが，昨今，臨床研究に関し倫理的な基準が
厳格になってきており，研究計画，インフォームドコンセン
ト，COI などを明確にすることが求められています．文科省
の方針も学位の認定にあたっては客観的な評価や国際性など
が高められ，学位論文は英文が原則となりつつあります．ま
た，臨床の講座で年 70 報以上の英語論文を発表することが
特定機能病院の認定基準になっていることからも，英文によ
る論文発表が勧められています．現在，本誌の編集とともに
大学院の教学部長を務めており，研究の推進や論文発表には
すくなからず関わる立場にありますがこのようなことで研究
や論文発表のハードルが高くなり，大学に勤務する医師のリ
サーチマインドの妨げとなることは好ましくありません．本
学において研究活動が適切かつ活発に行われ，英文論文の発
表が増加するよう力を入れたいと思いますので，会員の皆様
のご協力を宜しくお願い致します．� （石光俊彦）

　


